
普通建設事業費等

人件費
16億 3,197万円
（14.7％）

38.5％
50.4％

扶助費
17億 5,692万円

（15.8％）

公債費
8億 8,973万円
（8.0％）

12億 3,639万円
（11.1％）

物件費
16億 8,514万円

（15.1％）

補助費等
20億 4,151万円

（18.3％）

その他
18億 8,900万円
（17.0％）

11.1％

決算を公表します

用語解説 人件費 職員の給料、議員の報酬など

自主財源 町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、繰越金など 扶助費 各種福祉サービスや児童手当、医療費助成などの費用

地方交付税 所得税など国税の中から一定の基準により国が交付するもの
自主的に収入する財源 公債費 町債（借金）の返済費用

義務的経費 人件費、扶助費など支出が義務付けられた経費 物件費 消耗品費、光熱水費、委託料、使用料など

投資的経費 道路や建物などの建設事業費、用地購入費、災害復旧費など 補助費等 各種団体への補助金や交付金、保険料など

113億8,161万円

　令和６年度の一般会計決算額は、歳入が 113 億 8,161 万円で前年度に比べて４億 4,439 万円の増（前年度対比 ＋ 4.1％）となり
ました。歳出は、111 億 3,066 万円で 5 億 3,918 万円の増（前年度対比 ＋ 5.1％）となりました。

問 所日

対 持

 財務課 財政班 ☎ 472-2416

町 税
26億 3,141万円

（23.1％）

分担金及び負担金
3,479万円

（0.3％）

使用料及び手数料
1億 3,434万円

（1.2％）

国庫支出金

自主財源

依存財源
32.2％

67.8％

県支出金
8億 3,250万円

（7.3％）

15億 6,973万円
（13.8％）

地方交付税等
48億 7,467万円

（42.8％）

町 債
4億 3,973万円

（3.9％）

繰入金
3,626万円
（0.3％）

諸収入
4億 2,577万円

（3.7％）

その他
4億 241万円
（3.6％）

111億3,066 万円

令和 6年度　上市町

　歳入では、新規借り入れが少なかったこと
により地方債で 6,579 万円の減、町債管理基
金繰入金の減により繰入金全体で 1 億 2,647
万円の減となった一方、地方交付税で 1 億
9,138 万円の増、物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金の増により国庫支出金全体で
2 億 3,175 万円の増となりました。

　歳出では、人件費で 1 億 3,573 万円の増、
定額減税調整給付金の皆増などにより扶助費で
9,350 万円の増、補助費で 1 億 249 万円の増、
認定こども園相ノ木保育園大規模改修等事業費
補助金の皆増などにより投資的経費全体で 1 億
195 万円の増となりました。

　町では、決算と財政健全化判断比率の状況を公表し、町財政の実態と限られた予算で
どのような事業を行ったかを報告します。

一般会計決算の概要

歳 入

歳 出



費目別決算額と主な事業（かっこ内は、歳出全体に占める割合）

総務費　11億 3,880万円（10.2％）民生費　37億 6,334万円（33.8％）衛生費　12億 6,075万円（11.3％）
町の事務管理、庁舎管理など 福祉サービス、医療費助成など 保健衛生、ごみ処理、環境保全など
◆主な事業
・防災対策事業費　3,566 万円
　（防災行政無線維持管理費、給水車購入費など）
・財産管理費　8,619 万円
　（庁舎管理費など）
・企画費　6,902 万円
　（移住交流促進事業費、
　地域おこし協力隊活動費、公共交通政策費など）
・情報管理費　１億 8,512 万円
　（共同利用型クラウドサービス利用料など）

◆主な事業
・保健福祉総合センター運営費　1 億 6,423 万円
　（保健福祉総合センター長寿命化工事費など）
・住民税非課税世帯支援給付金事業費　4,590 万円
・定額減税調整給付金事業費　1 億 4,572 万円
・障害者などへの支援費　5 億 4,109 万円
・老人福祉費　4 億 6,924 万円
・地域包括支援センター費　8,268 万円
・こども妊産婦医療費　5,006 万円
・児童手当支給費　2 億 3,260 万円
・保育所等運営費　10 億 5,204 万円

◆主な事業
・予防接種事業費　8,640 万円
　（インフルエンザ・新型コロナ予防接種など）
・出産・子育て応援交付金事業費　1,280 万円
・がん対策事業費　2,884 万円
・地域医療支援学講座事業費　2,764 万円
　（富山大学寄附講座）
・ごみ処理費　2 億 858 万円

農林水産業費　4億5,799万円（4.1％）商工費　4億 4,305万円（4.0％） 土木費　16億 6,627万円（15.0％）
農林業や水産業の振興など 商工業や観光の振興など 道路や公園の維持管理、住宅管理など
◆主な事業
・農業振興費　4,101 万円
　（特産品振興助成費、中山間地域対策費など）
・農地費　8,412 万円
　（農地整備事業費、多面的機能支払事業費など）
・林業振興費　3,644 万円
　（林道維持管理費など）
・林道整備事業費　6,417 万円
　（林道開谷中村線開設工事費など）

◆主な事業
・企業誘致推進費　1 億 4,631 万円
　（企業立地助成金など）
・商工振興費　1 億 9,886 万円
　（まちなか交流プラザ等運営費など）
・観光費　5,565 万円
　（観光協会運営助成、
　　遊歩道および登山道整備、
　　フォトロゲイニング大会開催費など）

◆主な事業
・除排雪対策費　3 億 1,761 万円
・道路新設改良費　1 億 3,982 万円
　（町道大坪南線改良工事費など）
・橋梁維持費　7,875 万円
・丸山総合公園管理費　1 億 1,653 万円
　（公園管理費、総合体育館大アリーナ等 LED 化
工事費など）
・若年・子育て世帯定住促進事業費　3,593 万円
・空き家対策事業費　671 万円

消防費　2億 9,987万円（2.7％） 教育費　10億 449万円（9.0％） 公債費　8億 8,973万円（8.0％）
消防活動や救急活動など 小中学校の運営、文化財保護、スポーツの振興など 町債（借金）の返済
◆主な事業
・常備消防費　2 億 6,357 万円
　（富山県東部消防組合負担金など）
・消防団運営費　3,001 万円

◆主な事業
・義務教育学校整備に係る基本計画策定および　
　PFI 等導入可能性調査事業費　3,236 万円
・小中学校管理費　3 億 5,148 万円
・公民館管理運営費　1 億 491 万円
・図書館管理運営費　3,853 万円
・文化財保護調査費　4,173 万円
・北アルプス文化センター管理費　5,374 万円
・体育施設管理費　2,767 万円
・スポーツ振興費　2,160 万円
　（つるぎリレーマラソン＆健康ウォーク開催費など）

その他　2億 637万円（1.9％）
議会費、労働費、災害復旧費
◆主な事業
・働く婦人の家管理運営費　1,019 万円
・災害復旧事業費　5,622 万円

特別会計 区分 歳入 歳出 差引
土地取得事業 303 万円 0 円 303 万円

墓地公園事業 1,349 万円 490 万円 859 万円

地域開発事業 2 億 2,344 万円 2 億 1,480 万円 864 万円

後期高齢者医療事業 7 億 3,604 万円 7 億 3,023 万円 581 万円

国民健康保険事業 17 億 9,086 万円 17 億 3,109 万円 5,977 万円

合計 27 億 6,686 万円 26 億 8,102 万円 8,584 万円

　令和６年度の特別会計では、前
年度と比較して、大坪地域工業団
地造成事業が進捗したことにより
地域開発事業特別会計で増、後期
高齢者医療事業特別会計で増、医
療給付費等の減に伴い国民健康保
険事業特別会計で減となりました。

企業会計
下水道事業 区分 収入 支出 差引

収益的収支 4 億 3,602 万円 3 億 5,868 万円 7,734 万円

資本的収支 1 億 8,621 万円 3 億 7,538 万円 △ 1 億 8,917 万円

※収益的収支は、消費税を除いています。
※�令和６年度から特別会計から公営企業会計に移行しています。

　令和 6 年度の決算については、
収支差引 7,734 万円の黒字となり
ました。



病院事業

　令和６年度決算については、収
支差引 1 億 2,263 万円の赤字と
なりました。外来収益の減などに
より、収益全体で減となり、給与
費の増などにより費用全体では増
となりました。

区分 収入 支出 差引
収益的収支 40 億 836 万円 41 億 3,099 万円 △ 1 億 2,263 万円

資本的収支 2 億 2,406 万円 4 億 8,757 万円 △ 2 億 6,350 万円

※収益的収支は、消費税を除いています。

◆事業の概況

給水戸数 7,561 戸
（対前年度比 △ 7 戸）

年間総配水量
（水源地から送出された水量）

222 万 9,789 ㎥
（対前年度比 0.2％）

給水人口 1 万 7,004 人
（対前年度比 △ 316 人）

年間有収水量
（水道料金の対象となる水量）

180 万 4,617 ㎥
（対前年度比 △ 1.3％）

１戸当たりの１か月
使用水量（事業所などを含む）

20 ㎥
（対前年度比 △ 1.2％）

水道事業

　令和 6 年度の決算については、
収支差引 362 万円の黒字となりま
した。

区分 収入 支出 差引
収益的収支 3 億 6,119 万円 3 億 5,757 万円 362 万円

資本的収支 1 億 4,842 万円 3 億 1,118 万円 △ 1 億 6,276 万円

※収益的収支は、消費税を除いています。

◆事業の概況
入院 外来

延べ患者数 5 万 2,238 人（対前年比 +1.2％） 9 万 5,981 人（対前年比△ 2.8％）

上位５科目

①内科 2 万 6,656 人 ①内科 4 万 398 人

②整形外科 1 万 2,339 人 ②整形外科 1 万 9,142 人

③神経精神科 1 万 989 人 ③神経精神科 8,789 人

④外科 2,102 人 ④眼科 5,782 人

⑤産婦人科 83 人 ⑤小児科 3,920 人

町有財産（令和６年度末現在高）

区分 土地 建物 有価証券 出資証書等
一般会計 100 万 3,417 ㎡ 12 万 6,940 ㎡ 3 億 7,706 万円 3,640 万円
特別会計 5 万 5,358 ㎡ 14 ㎡ ー ー
企業会計 5 万 565 ㎡ 2 万 847 ㎡ ー ー

合計 110 万 9,340 ㎡ 14 万 7,801 ㎡ 3 億 7,706 万円 3,640 万円

区分 現在高 前年度末現在高
一般会計 68 億 9,719 万円 73 億 2,443 万円
特別会計 2 億 5,946 万円 21 億 9,027 万円
企業会計 58 億 1,444 万円 42 億 2,564 万円

合計 129 億 7,109 万円 137 億 4,034 万円

町債（令和６年度末現在高） 基金（令和６年度末現在高）

区分 現在高 前年度末現在高
一般会計 35 億 4,594 万円 35 億 9,730 万円
特別会計 4 億 77 万円 4 億 77 万円
企業会計 3,878 万円 3,878 万円

合計 39 億 8,549 万円 40 億 3,685 万円

※令和 6 年度から下水道事業は公営企業会計適用


